


「ＪＡ茨城県青年連盟ポリシーブック２０２０」
の策定にあたって

茨城県農業協同組合青年連盟

委員長 菊池 常昭

昨年は台風15号、19号により本県農業は大きな被害を受けました。被害に遭わ
れた皆様に心からお見舞い申し上げます。そのような被害のなか、ＪＡ茨城県青年
連盟といたしましては、藤木農林水産大臣政務官に対する緊急要請を実施し被
災農家の意見を国へ直接訴えるなど被災者の支援に取り組みました。
また、TPP11、日EU・EPAに加え日米貿易協定が本年1月1日に発効されるな

ど貿易自由化が拡大されるとともに、新型コロナウイルスの感染拡大により世界的に
経済活動が停滞していることから、今後、我が国農業にも大きな影響を及ぼすことが
懸念されます。
このようななか、若手農業者自らが課題・疑問・不満を持ち寄り、解決策を議論

し、実行に向けて行動目標・政策提言を記した「ポリシーブック」を作成しました。
このポリシーブックの本質は、次の３つにあります。
１つ目は、ＪＡ青年組織の盟友一人ひとりが出し合った意見を積み上げて作成
することにあります。議論を、盟友が現状抱える課題・疑問・不満から始めることで、
農業者主導の自律的な取り組みとしています。
２つ目は、課題解決に向けて、個人およびＪＡ青年組織の行動目標を定め、そ
れにもとづき実践することにあります。青年部員自らが取り組みを考え、行動すること
で、現行の問題点を明らかにし、要請すべき課題を明確にしています。
３つ目は、対話を中心として、多様な人々と継続的なつながりを生み出すことにあ
ります。「行動目標」にもとづき、地元での取り組みを通じて、地域住民との接点を広
げ、「政策提言」にもとづき、国会議員や消費者などとの意見交換を通じて意識の
共有化を図っています。
ＪＡ茨城県青年連盟は、食の安心・安全を食卓へ届けるため、日々の農作業の
中で抱える課題等をポリシーブックを通じて解決に導き、今後の明確な営農・地域ビ
ジョンを構築していきます。多くの人との対話を通じて、共に茨城農業の未来を築い
ていきましょう。

令和２年３月
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役職名 氏　　　　　名 単組名

委 員 長 ・ 中 央 会 参 与 菊 池 常 昭 Ｊ Ａ 常 陸 青 年 部

副 委 員 長 高 須 貴 宗 ＪＡなめがたしおさいなめがた

〃 小 野 瀬 宏 幸 水戸農業協同組合青年部

委 員 佐 伯 達 也 Ｊ Ａ 茨 城 旭 村 青 年 部

監 査 委 員 萩 谷 龍 司 Ｊ Ａ 常 陸 青 年 部

〃 須 之 内 秀 匡 Ｊ Ａ な め がた し お さ い 波崎

参 与 河 原 井 大 介 水戸農業協同組合青年部

参 与 永 作 善 亮 ＪＡなめがたしおさいなめがた

単組名 氏名 盟友数

水戸農業協同組合青年部 大 貫 善 之 116

Ｊ Ａ 常 陸 青 年 部 菊 池 常 昭 88

Ｊ Ａ 茨 城 旭 村 青 年 部 川 澄 伸 幸 47

ＪＡなめがたしおさいなめがた 箕 輪 勝 59

Ｊ Ａなめがたしおさい波崎 久 保 木 繁 18

令和２年度単組委員長・部長名簿

令和２年度ＪＡ茨城県青年連盟委員
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